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233 DR 装置 （東芝製 ADR − 1000A ）の 臨床応用
一 パ ル ス 透視につ いて

一
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目　 的　近年透視検査 の 増加に 伴い 、DR 装置の 機能 も多様化 して きて い

る 。 そ の ひ とつ で あるパ ル ス 透視機能 は、従来使用 されて い た連続透視に比

較 し て 、検査 時間が長 くな る傾 向の あ る透視検査 に お い て 、総透視時間が短

縮 され る の で 、患者 と術者の 被曝線量 低減が期待でき る。今回 、我々 は 1・1

入射線量を
一

定と した場合の
、 被曝線量 の 変化 と画 質へ の 影響 に つ い て測定

及 び評価 を行い 、パ ル ス 透視 と連続透視 との 差を求めたの で 報告する ，また、

実際の 臨床 で の 適応 に っ い て 、検査項 目別 にそ の 内容 に っ い て も検討 し た。

方　法

　 1　 パ ル ス 透視機能 に よる表面線量の 測定

　 2　 パ ル ス 透視 ・連続透視 の Save −LIH 画像と透視モ ニ タに よる視覚評価

　 3　 臨床適応 に関す る検討

使用機器

　
・X 線装置 （東芝）　　　　　

・解像力 チ ャ
ー ト

　　　処理装置　ADR− 1000A／R2 皿icrochart　 R−1W型 （ミ如メデ ィ加 ）

　　　透視寝台　DBA−300A　　 ・フ ァ ン トム

　　　発 生装置　KXO−80M　　　　 バ ーガーフ ァ ン トム （京都科学）

　 ・線量計　Model9015 （Radcal＞　ア ク リル 板　10皿m 厚
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パ ル ス レー ト及び パ ル ス 幅の増加 に伴い 、表面線量が増加 した （Fig．1＞。

パ ル ス 透視 にお い て パ ル ス レ
ー

ト 30fps ・パ ル ス 幅 4mSec 以上 の とき

表面線量が連続透視 よ り高 くな っ た （Fig．1）。

パ ル ス 幅が 大きい 程、透視電圧 は低下 した （Fig ．　3）。

パ ル ス レー ト及び パ ル ス 幅が大き い 程改 善が み られ た （Fig．3，Fig．4）。

連続透視が パ ル ス 透視 よ り優れて い た （Fig，3，Fi琶．4）。

連続透視、パ ル ス 透視共 に 同等 の 空間分解能が得 られた （Table 　 1）。

察

表面線量の 増加は 1 ・1入射線量を
一

定に保っ ために 、
パ ル ス 幅に応 じて

透視 電圧 が低下す る こ とが原 因で あ る と考えられ る。

パ ル ス 幅の 増加 に よ り画 質が改 善 し た の は、透視電圧の 低下に よ り線 こコ

ン トラ ス トが 向上 し たた め と考え られ る 。

各 バ ル ス レ
ー

トの 画 質 の 差は、リカ ーシ ブル フ ィ ル タの 影響 と考え る 。

語　DR 装置 の パ ル ス 透視 を有効 に 活 用す る た め に は、パ ル ス 幅に 関 し

て は 4mSec 、またバ ル ス レー
トに 関 し て は 、患者の 体動な どを考慮 し て 選

択す る こ とが望ま し い
。 また、検査 の 目的や状況に応 じて 、 画質と線量 の バ

ラ ン ス を熟知 した うえ で 、常に最適な透視条件 を設定する こ とが被曝線量低

減に っ なが る と考 える 。
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　 Table 艮

匸rリレス螂　Zm 呂rの

検 　 査 　 　項 　 　目 ア鋤 15掴 鄰

一 　 （E脚 〉 ○

畑 胆管 ドレナ，ジ （円 （D ） △ ○

韻 フ》』 　　　　（孤 張術） △ ○ ○

嬾 ファイ’ト 　 （BF ） ○ 0 ○

大鵬ファイ バw　　（CF ） Q ○ ○

C　 V カテ鳳テル 挿入 △ ○ ○

イレウス チ 議
一

フ挿入 ○ ○
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